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奈
良
県
無
形
民
俗
文
化
財

奥
田
の
蓮
取
り
行
事

①午前10時30分〜　捨篠池で、舟に
　乗って蓮取り
②午前11時30分〜 　修験者一行は、
　善教寺を出発。福田寺行者堂を経
　て、刀良売塚に墓参。
　捨篠池を一周して弁天神社へ
③正午〜　弁天神社で護摩供養
④午後1時〜　吉野山へ　　　　

　

７
月
７
日
、
役
行
者
が
産
湯
を
使
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
奥
田
に
あ

る
捨
篠
池
（
弁
天
池
）
で
、
蓮
花
が
摘
み
取
ら
れ
ま
す
。

　

桶
に
入
れ
ら
れ
た
蓮
花
は
、
修
験
者
た
ち
の
手
で
、
福
田
寺
や
役

行
者
の
母
・
刀
良
売
の
墓
を
巡
り
、
吉
野
山
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
へ
運

ば
れ
ま
す
。
そ
し
て
、「
蛙
飛
び
行
事
」
で
知
ら
れ
る
「
蓮
華
会
」

で
蔵
王
権
現
に
供
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
奥
田
の
蓮
取
り
行
事
に
つい
て
は
、
室
町
時
代
の
記
録
、
吉
野

山
・
竹
林
院
所
蔵
の
『
当
山
年
中
行
事
条
々
』
に
、
次
の
よ
う
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

一
、
同
九
日
、
禅
衆
ノ
役
ニ
テ
蓮
華
ノ
迎
エニ
下
向
。
往
古
ハ
奥
田

　
　
　
ニ
テ
延
年
在
之
。
近
年
者
丈
六
堂
マ
テ
下
向
シ
、
蓮
華
ヲ
蔵

　
　
　

王
堂
奉
入
其
夜
験
競
ア
リ
。
番
張
等
堂
家
方
役

　

世
情
や
気
候
の
変
動
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
元
奥
田
の
人
た
ち
の
努

力
で
、
連
綿
と
続
い
て
き
た
伝
統
行
事
で
す
。

　平城遷都 1300年祭を記念して、奥田の蓮取り行事を見学し、蓮
華とともに吉野山（蛙飛び行事見学）までの、バスツアーを行います。
次の要領で、申し込んでください。
■参加受付・集合場所（2ページの地図参照）
　高田木材協同組合敷地  （捨篠池の約 500m 南）臨時駐車場内
　※返信するハガキが、参加券になります。当日必ず持ってきてください。

■日程　　※時刻は、変更になることがあります。
　 ● 正午　受付開始
　 ● 午後1時　臨時駐車場を出発　
　 ● 午後2時　吉野山に到着、その後散策
　 ● 午後4時　蛙飛び行事を見学（吉野山金峯山寺蔵王堂）　
　 ● 午後5時30分　吉野山を出発　
　 ● 午後6時30分　臨時駐車場に帰着（予定）

■募集人員　約 100名
■募集期間　6月1日〜 25日　【当日消印有効】
■参加料　3,000 円（昼食弁当付き）　※当日受付で支払ってください。
■申込方法　往復ハガキに、住所・名前・電話番号、参加人数を記入し、
　〒635-8511 大和高田市大中 100 番地の 1　企画法制課「蓮のみち
　バスツアー」係まで

7月
7日

7月
7日

蓮のみち
バスツアー

※お問い合わせは、企画法制課　市役所　内線 275

平城遷都1300年祭

行事の流れ



2

　第1部は、バッハやヴィバルディの名曲を、第2部は、役小角
を主人公にした創作講談を、バロック音楽にのせて届けます。
■開演時間　午後3時

■会場　さざんかホール・小ホール

■入場料　3,500 円（当日は 500円増）　小学生以上入場可

■プログラム
 ● 第1部／中野振一郎＆コレギウム・ムジクム・テレマンによる　

　　　　　バロック名曲選
 ● 第2部／音楽絵巻　「新・役小角伝」

　　　　「汝恨むなかれ、汝蔑むなかれ、汝愛を忘るるなかれ・・・」

　　　　〜「日本霊異記」南都異聞録〜

　　　　講談師 / 旭堂南左衛門　　脚本 / 中野順哉

　　　　演奏 / 中野振一郎＆コレギウム・ムジクム・テレマン　

奥田へは　
無料バスをご利用ください！

【無料バス運行表】

【帰りのバス】午前10時30分から午後2時までの間、奥田捨篠
　池を30分ごとに出発

【帰りのバス経路】　奥田捨篠池→近鉄高田市駅→
　天神橋（ＪＲ高田駅付近）→近鉄大和高田駅
※道路事情等により、運行時刻がずれることがあります。ご了承ください。
※お問い合わせは、文化振興課（さざんかホール内） ☎ 53-8200

　平城遷都 1300年祭を記念して、高
田木材協同組合の敷地内に無料臨時駐
車場を設けます。（今年限り）
■開放時間　午前9時〜午後2時
※駐車台数に限りがあります。なるべく無
　料バスをご利用ください。

 　音楽絵巻

　「新・役小角伝」
　＆バロック音楽

中野振一郎 旭堂南左衛門

近鉄大和高田駅 8：30 10：00 12：00

JR 高田駅 8：33 10：03 12：03

近鉄高田市駅 8：40 10：10 12：10

奥田捨篠池（到着） 8：58 10：28 12：28

↓

↓

↓

★この間は

15分毎に

バスを運行

します

★この間は

30分毎に

バスを運行

します

6月
13日

※お問い合わせは、文化振興課（さざんかホール内） ☎ 53-8200

臨時駐車場
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平 成 2 2 年 3 月

定 例 市 議 会

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　

　
　

        

市
政
会　

泉
尾
議
員

条
例
制
定
に
至
っ
た
他
市

の
場
合
で
は
、
非
常
に
長

い
時
間
を
か
け
、
か
つ
多
く
の
手

順
を
踏
ん
で
、
５
年
８
か
月
を
か

け
て
議
会
に
提
案
し
可
決
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
自
治
基
本

条
例
の
必
要
性
は
十
分
に
認
識
し

て
お
り
、
引
き
続
き
制
定
済
み
の

自
治
体
の
条
例
規
定
、
制
定
に
至

問答

代 表 質 問

行
政
組
織
改
革
に
つ
い
て

　
　

市
政
会　

戸
谷
議
員

答
行
政
組
織
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
そ
の
時
代
の
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
伴
う
行
政
需
要

を
、
的
確
か
つ
効
果
的
に
対
応
で

き
る
体
制
と
、
効
率
的
な
業
務
執

行
体
制
を
め
ざ
し
、
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
部
・
室
・
課
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
度
に
は
75
部
署
あ
っ
た

が
、
平
成
21
年
度
に
は
57
部
署
へ

と
、
18
の
部
署
を
統
廃
合
し
て
い

る
。
今
後
も
、
ス
リ
ム
化
を
念
頭

問

　

平
成
22
年
３
月
定
例
市
議
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で
の
15
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
、
特
別
会
計
予
算
８
件
、
企
業
会
計

予
算
２
件
、
平
成
21
年
度
補
正
予
算
８
件
、
条
例
案
件
11
件
、
訴
訟
の
提
起
１
件
、
損
害
賠

償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
３
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
２
件
、
橿
原
市
道
路
認
定
に
伴
う
区
域

外
設
置
の
承
諾
に
つ
い
て
１
件
、
意
見
書
２
件
の
計
39
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
８
日
に
行
わ
れ
た
施
政
方
針
に
対
す
る
代
表
質
問
、
17
日
及
び
18
日
に
行
わ
れ

た一般
質
問
の
一
部
に
つい
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

に
置
き
な
が
ら
職
員
の
現
状
を
踏

ま
え
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
を

行
い
、
活
力
の
あ
る
組
織
編
成
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

心
豊
か
な
市
民
・
教
育
・

福
祉
に
つ
い
て　
　
　

　
　

日
本
共
産
党　

稲
葉
議
員

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に

は
、
国
庫
負
担
率
の
引
き
上
げ
が

必
要
で
は
な
い
か

全
国
的
に
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
財
政
状
況
は
、

過
半
数
の
保
険
者
が
赤
字
と
な
っ

て
お
り
、
本
制
度
の
構
造
的
な
問

題
や
、
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字
補
て

ん
繰
入
金
の
問
題
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
医

療
保
険
制
度
の
総
合
的
、
抜
本
的

問答

な
改
革
や
国
庫
負
担
率
の
引
き
上

げ
も
、
あ
わ
せ
て
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
、
国
へ

要
望
し
て
い
き
た
い
。

親
学
の
推
進
に
つ
い
て　
　

市
政
会　

植
田
議
員

親
学
の
推
進
が
本
市
教
育
の
原
点

と
な
り
、
今
後
の
教
育
環
境
の
発

問

答
展
に
大
き
く
影
響
す
る
の
で
は　

現
在
、
親
が
子
育
て
に
必

要
な
体
験
や
情
報
を
得
る

こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
子
ど
も
と
の
接
し
方

や
教
育
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
親
、

し
つ
け
や
子
育
て
に
自
信
が
持
て
な

い
親
が
増
え
て
い
る
。

　

本
市
で
は
「
子
ど
も
の
育
ち
を

支
え
合
い
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て

結
婚
・
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
」

を
基
本
理
念
と
す
る
、
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
を
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
行
動

計
画
に
基
づ
き
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
、
子
育
て
支
援
団
体
と
も
連

携
を
し
な
が
ら
、
各
部
局
で
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。

平
成
22
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
７
億
５
、０
０
０
万
円
な
ど
可
決

財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て　
　
　

　
　
　
　

公
明
党　

堂
本
議
員

公
開
さ
れ
た
事
業
仕
分
け
が
必
要

で
は
な
い
か　
　

今
回
の
財
政
健
全
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
お
い
て
も
、
取
り

組
み
項
目
を
十
分
に
精
査
し
、
29

項
目
の
取
り
組
み
を
抽
出
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
項
目
に
つ

い
て
、
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、

進
捗
状
況
は
市
民
に
知
ら
せ
て
い

答 問

き
た
い
。
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
現
に
、
責
任
を
持
っ
て
最

大
限
の
努
力
を
尽
く
し
て
い
く
と

と
も
に
、
黒
字
化
達
成
時
点
で
、

新
た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
取

り
組
み
項
目
に
つ
い
て
、
市
民
参

加
の
も
と
に
事
業
仕
分
け
を
考
え

て
い
き
た
い
。一 般 質 問
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大和高田市議会は、ホームページで議会情報を発信しています。議会ホームページへの接続方法は、以下のとおりです。
 ● 大和高田市のホームページ→サイドメニュー「大和高田市議会」または「市政全般」→「市議会」　   ● 「大和高田市議会」と入力して検索

る
過
程
、
策
定
委
員
会
等
で
の
審

議
内
容
な
ど
の
項
目
を
さ
ら
に
調

査
研
究
し
、
ま
た
、
新
た
な
情
報

の
収
集
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

都
市
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て　

　

市
政
会　

奥
本
議
員

「
コ
ー
ラ
ス
の
ま
ち
大
和
高
田
市
」

を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か

他
市
に
は
な
い
魅
力
的
で

誇
れ
る
都
市
ブ
ラ
ン
ド
が
生

ま
れ
れ
ば
、
市
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
本
市
に
お
い
て
は
、
文
化

や
芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
、コ
ー
ラ
ス
な
ど
、

そ
の
ほ
か
に
も
高
田
川
の
桜
や
静

御
前
、
綿
づ
く
り
、
役
行
者
、
そ

し
て
繊
維
産
業
等
の
も
の
づ
く
り
、

ブ
ラ
ン
ド
野
菜
等
を
高
田
の
誇
れ

る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
コ
ー
ラ
ス
も

含
め
て
し
っ
か
り
と
発
信
を
し
て
い

き
た
い
。

問答
総
合
計
画
に
も
と
づ
く

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て　

　
　
　
　

市
政
会　

平
郡
議
員

「
元
気
な
高
田
・
誇
れ
る
高

田
」
を
掲
げ
、
住
・
商
・
工
・

農
の
均
衡
の
と
れ
た
活
力
あ
る
大

和
高
田
市
の
構
築
を
め
ざ
す
第
４

次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
計
画
の

実
現
に
向
け
４
つ
の
テ
ー
マ
に
よ
る

施
策
の
大
綱
を
策
定
し
推
進
し
て

い
る
。
特
に
「
自
立
す
る
ま
ち
づ

問答

提
出
さ
れ
た
意
見
書

○
子
ど
も
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
確
保
を
求
め
る
意
見
書

○
直
面
す
る
生
活
保
護
行
政
の
問
題
解
決
を
求
め
る
意
見
書

く
り
」
の
必
須
要
件
で
あ
る
持
続

可
能
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
の
黒
字
化
を
め

ざ
す
と
と
も
に
、
他
の
、「
心
豊
か

な
市
民
・
教
育
・
福
祉
」「
元
気

と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」「
安

心
・
安
全
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
現

状
を
踏
ま
え
、
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

☆次の定例会は、6月14日（月）から開会の予定です。詳しくは、議会事務局（内線401）まで。　

検
診
、
予
防
の
充
実
に
つ

い
て　
　
　

　
　
　
　

公
明
党　

友
田
議
員

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
一
部

負
担
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
は
重
要
な
が
ん
予

防
対
策
と
認
識
を
し
て
い
る
が
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
３
回
実
施
し
な
け

れ
ば
効
果
が
な
い
こ
と
や
、
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
費
用
が
１
人
当
た
り
合

計
約
５
万
円
と
高
額
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
予
防
接

種
は
任
意
接
種
で
あ
り
、
今
後
、

国
の
対
策
と
し
て
の
定
期
接
種
化

を
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
、
本

市
と
し
て
も
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況

を
十
分
に
見
き
わ
め
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
係
る
公
費
一
部
助
成
に
つ
い

て
保
健
衛
生
施
策
全
般
の
中
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答 問

高
齢
者
福
祉
政
策
に
つ
い

て　
　
　

              

公
明
党　

上
田
議
員

柔
軟
な
老
人
会
組
織
へ
の
再
構
築

を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

高
度
経
済
成
長
を
な
し
遂

げ
た
わ
が
国
で
あ
る
が
、
そ

の
中
で
弱
く
な
っ
た
の
が
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
人
と
人
と
の
結
び
つ

き
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
地
域
づ

く
り
事
業
補
助
金
を
創
設
し
た
の

は
、
高
齢
者
を
含
め
た
市
民
が
地

域
で
連
携
を
し
た
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
豊
か
な
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
高
齢
者
に
も
大
い
に
参
加
、

活
躍
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

答 問

発
達
障
害
に
つ
い
て　
　

　

日
本
共
産
党　

太
田
議
員

通
級
指
導
（
ス
テ
ッ
プ
）
教
室
に

は
複
数
の
先
生
の
配
置
、
保
育

所
や
中
学
校
な
ど
に
も
援
助
体

制
が
必
要
で
は
な
い
か

今
後
、
中
学
校
で
の
通
級

指
導
も
含
め
指
導
内
容
の

充
実
、
保
護
者
へ
の
対
応
、
巡

回
相
談
等
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た

め
、
県
教
育
委
員
会
に
指
導
教

員
の
複
数
配
置
を
要
望
し
、
よ
り

適
切
な
通
級
指
導
に
努
め
た
い
。

ま
た
、
保
育
士
の
加
配
に
つ
い
て

は
、
本
市
で
は
医
師
の
診
断
に
加

え
、
障
が
い
の
程
度
や
状
況
に
応

じ
て
加
配
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る

場
合
に
は
、
１
対
１
の
加
配
も
行

い
、
保
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

問答

委 員 会
審 査 結 果

総
務
財
政
委
員
会

　

平
成
21
年
度 

大
和
高
田
市 

一
般
会
計 

補
正
予
算
（
第
５
号
）

ほ
か
、
２
議
案

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て
、
多

く
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
等
が

添
え
ら
れ
、
全
会
一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決

民
生
文
教
委
員
会

　

平
成
21
年
度 

大
和
高
田
市 

国
民
健
康
保
険
事
業 

特
別
会

計 

補
正
予
算
（
第
４
号
）
ほ
か
、

８
議
案

　

三
（
高
田
・
陵
西
・
磐
園
）
小

学
校
の
児
童
ホ
ー
ム
を
そ
れ
ぞ
れ

２
つ
に
分
割
す
る
に
あ
た
り
、
柔

軟
な
対
応
を
す
る
よ
う
要
望
等
が

添
え
ら
れ
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決

◆
時
間
◆　

１
日
目
：
午
前
７
時
ご
ろ
〜
８
時
ご
ろ

２
日
目
：
午
後
６
時
ご
ろ
〜
７
時
ご
ろ

◆
議
員
に
よ
る
街
頭
活
動
◆

　
下
記
の
写
真
の
旗
を
持
っ
て
、

定
例
会
の
開
会
前
に
告
知
活
動
、

ま
た
、
閉
会
後
に
結
果
報
告
を
そ

れ
ぞ
れ
２
日
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
場
所
◆　

近
鉄
高
田
駅
前
・
近
鉄
高
田
市
駅
前

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
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ヒ
ン
ト
は
・・・
、
よ
く
見
る
と
、

今
と
変
わ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ

で
し
ょ
う
。
こ
た
え
は
、
後
の

ペ
ー
ジ
で
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要

　

平
成
22
年
度 

大
和
高
田
市 

一

般
会
計
予
算　

ほ
か
、
17
議
案

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
予
算
並
び
に
企
業
会
計
予

算
を
審
査
す
る
た
め
、
予
算
特
別

委
員
会
（
委
員
７
名
）
が
設
置
さ

れ
、
各
議
案
の
審
査
が
議
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
は
、
一

般
会
計
実
質
収
支
赤
字
の
解
消
並

び
に
経
常
収
支
比
率
の
良
化
を
目

指
す
３
か
年
の
「
財
政
健
全
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
初
年
度
と
し
て
確
固

た
る
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
る

た
め
の
予
算
で
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

平
成
21
年
度 

大
和
高
田
市 

住

宅
新
築
資
金
等 

貸
付
金 

特
別
会

計 

補
正
予
算（
第
２
号
）ほ
か
、

６
議
案

　

市
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

責
任
を
持
っ
て
適
切
に
管
理
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
要
望
等
が
添
え

ら
れ
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り

可
決 環

境
建
設
委
員
会

　

平
成
22
年
５
月
臨
時
会
は
、
５
月
10
日
・
11
日
の
２
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
議
会
の
構
成
を
決
め
る
と
と
も
に
、
専
決
処
分

の
報
告
１
件
を
承
認
し
、
条
例
案
件
４
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
市
議
会
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

議　

長　
　
　
　

朝
井　

啓
祐

副
議
長　
　
　
　

平
郡　

正
啓

監
査
委
員　
　

 

友
田　

順
子

●
総
務
財
政
委
員
会       

　

委
員
長  　
　
　

稲
葉　

吉
彦       

　
副
委
員
長  　
　

西
村　

元
秀       

 

委
員    

　
　
　 

友
田　

順
子  

　
　
　
　
　
　
　

  

島
田　

保
継     

                   

戸
谷　

隆
史  

　
　
　
　
　
　
　

  

朝
井　

啓
祐 

●
民
生
文
教
委
員
会       

   

委
員
長　

        

萬
津　

力
則       

   

副
委
員
長        

奥
本　

英
子       

　
委
員              

太
田　

敦　

                       

上
田　

浄　

  　
　
　
　
　
　
　

平
郡　

正
啓  

  　
　
　
　
　
　
　

植
田　

龍
一

 

●
環
境
建
設
委
員
会       

　

委
員
長           
西
川　

繁
和       

　
副
委
員
長        
泉
尾　

安
廣       

　
委
員              

沢
田　

洋
子

 　
　
　
　
　
　
　

堂
本　

正
信  

　
　
　
　
　
　
　

  

中
谷　

修
一

●
議
会
運
営
委
員
会 

    

委
員
長          

植
田   

龍
一       

    

副
委
員
長       

島
田   

保
継       

    

委
員             

萬
津　

力
則

                       

稲
葉　

吉
彦  

                       

堂
本　

正
信   

                       

戸
谷　

隆
史            

                       

中
谷　

修
一

●
葛
城
清
掃
事
務
組
合
議
会
議
員

                       

上
田　

浄　

                       

平
郡　

正
啓

                       

島
田　

保
継      

                       

朝
井　

啓
祐

●
中
和
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員

                       

沢
田　

洋
子

                       

泉
尾　

安
廣

                       

植
田　

龍
一

                       

西
川　

繁
和

●
葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

                       

萬
津　

力
則

                       

朝
井　

啓
祐                

５月
臨時市議会

市議会構成
決まる
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春の叙勲

瑞
宝
双
光
章

　
　
（
警
察
功
労
）　

　
　
　
　

玉
田  

敏
一
さ
ん

瑞
宝
単
光
章

　
（
技
能
検
定
功
労
）

　
　
　

松
井  
美
智
子
さ
ん 

瑞
宝
単
光
章

　
（
郵
政
業
務
功
労
）

　
　
　
　

安
田  

輝
夫
さ
ん

　平成22年度春の叙勲において、永年にわたって各々の分野
で尽力された３名が受章されました。
　お祝いを申し上げ、今後ますますの活躍を祈念します。　

　「地域密着型（介護予防）サービス」事業者への参入
を希望する事業者を対象に、説明会を開催します。平成
22年度から、新たに開設を考えている事業者は、必ず出
席してください。
　説明会に出席を希望する事業者は、前日までに、電話
で地域包括支援課（内線580・589）または、介護保険課（内
線 572）へ、出席者名をお知らせください。

※会場の都合で、出席者は、1事業者1名でお願いします。
※今回は、第4次介護保険事業計画に基づき（介護予防）

認知症対応型通所介護・（介護予防）認知症対応型
共同生活介護のみの指定となります。

◎とき　6月30日（水）  午前10時30分〜正午
◎ところ　　大和高田市役所　4階合同委員会室

〔地域包括支援課　内線580・589 ／介護保険課　内線572〕

※今年度から掲載の基準を、勲章、文化勲章、褒章受章者としています。

地域密着型（介護予防）サービス事業者説明会

住
み
慣
れ
た
『
ま
ち
』
で
い
つ
ま
で
も

　
〜
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
〜

　
高
齢
者
が
、
要
介
護
の
状
態
に
な
っ

て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
わ

が
家
、
な
じ
み
の
ま
ち
で
、
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
が

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
次

の
６
種
類
が
あ
り
、
大
和
高
田
市
で

は
、
現
在
３
か
所
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

利
用
す
る
に
は
、
介
護
保
険
に
よ
る

認
定
が
必
要
で
す
。
利
用
を
希
望
さ

れ
る
時
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
市

介
護
保
険
課
・
地
域
包
括
支
援
課
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　
　
　
　
　
　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　
比
較
的
安
定
状
態
に
あ
る
認
知
症

の
方
が
、
少
人
数
の
家
庭
的
雰
囲
気

の
中
で
、
日
常
生
活
上
の
世
話
や
介

護
、
機
能
訓
練
を
受
け
る
。
入
居
者

は
、
地
域
と
の
交
流
を
持
っ
た
り
、

得
意
な
家
事
を
分
担
し
た
り
し
な
が

ら
、
共
同
生
活
を
送
る
。

②
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　
自
宅
に
住
み
な
が
ら
、日
中
は
『
通

い
』
で
、
希
望
に
よ
っ
て
は
『
泊
り
』

や
『
訪
問
』
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
事
業
所
に
登
録

し
た
人
の
み
が
利
用
で
き
、
な
じ
み

の
関
係
の
中
で
、
入
浴
や
食
事
な
ど

日
常
生
活
上
の
世
話
や
介
護
、
機
能

訓
練
を
受
け
る
。

③
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

　
認
知
症
の
人
が
、『
通
い
』
で
、

認
知
症
の
特
性
に
応
じ
た
日
常
生
活

上
の
世
話
や
介
護
、
機
能
訓
練
を
受

け
る
。

④
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
夜
間
に
要
介

護
者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
も
ら
い
、

介
護
や
世
話
を
受
け
る
。

⑤
地
域
密
着
型
特
定
施
設

　

入
居
者
生
活
介
護

　
定
員
29
人
以
下
の
有
料
老
人
ホ
ー

ム
等
に
入
居
し
て
い
る
要
介
護
者
が

介
護
や
世
話
を
受
け
る
。

⑥
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

　
施
設
入
居
者
生
活
介
護
　

　
定
員
29
人
以
下
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
に
入
居
し
て
い
る
要
介
護

者
が
介
護
や
世
話
を
受
け
る
。

〔
地
域
包
括
支
援
課 

内
線
５
５
８
〕
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ト
（
S
N
S
）
で
知
り
合
っ

た
人
か
ら
、「
無
料
で
ゲ
ー
ム
が
で

き
る
サ
イ
ト
が
あ
る
」
と
聞
い
た
。

ア
ク
セ
ス
し
た
と
こ
ろ
、「
登
録
完

了
」
と
表
示
さ
れ
た
後
、
突
然
、

料
金
の
請
求
画
面
に
な
っ
た
。
し

か
も
、
ゲ
ー
ム
の
サ
イ
ト
だ
と
聞

い
て
い
た
の
に
、
出
会
い
系
サ
イ
ト

の
利
用
規
約
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

あ
わ
て
て
解
約
し
よ
う
と
し
た
が
、

「
退
会
料
が
必
要
」
と
あ
る
。
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
。

<

19
歳　

女
性

請
求
金
額　

３
万
円

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般

的
な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の

で
す
。特
定
の
相
談
事
例
を
示
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
払
う
必
要
の
な
い
請
求

　

こ
の
サ
イ
ト
の
利
用
規
約
は
非
常

に
わ
か
り
に
く
い
場
所
に
表
示
さ
れ

て
い
て
、
ま
た
、
相
談
者
は
「
無
料

の
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
」
だ
と
聞
い
て
ア
ク

セ
ス
し
て
い
る
（
錯さ
く

誤ご

無
効
）
の
で
、

契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
相
談
者
に
支

払
義
務
は
な
く
、
相
手
に
知
ら
れ

て
し
ま
っ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更

す
れ
ば
、
こ
れ
以
降
請
求
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
と
助
言
を
し
ま
し
た
。

も
し
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
…

　

こ
の
相
談
者
は
、
請
求
の
後
す

ぐ
相
談
に
来
た
た
め
、
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
直
後
、
同
様
の
請

求
を
受
け
て
、「
つ
い
支
払
い
を
し

て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
別
の
相
談
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

相
談
者
に
送
ら
れ
た
請
求
メ
ー

ル
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
か
な
り

悪
質
性
の
高
い
業
者
の
よ
う
で
し

た
。
前
の
相
談
者
と
同
様
、
支
払

義
務
は
な
い
の
で
、
無
視
し
て
い
れ

ば
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、

相
手
業
者
に
連
絡
を
と
り
、
返
金

交
渉
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
業
者
の
連
絡
先
を
調
査
し

て
交
渉
を
試
み
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
連
絡
が
つ
か
ず
、
返
金
に
は

相
談
事
例

紹介されたのは
出会い系サイト

「
痛
み
の
共
有
」
を
大
切
に
し
な
が
ら

        
『
話
そ
う
、
働
こ
う
、
育
て
よ
う
。 

い
っ
し
ょ
に
。』
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６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
一

週
間
は
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。
そ
の
趣
旨
は
「
男
女
が
、

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
に
向
け
、・
・
・
・
・
・
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
22
年
度
の
週
間
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
全
国
応

募
２
、９
１
５
点
の
中
か
ら
“
話

そ
う
、働
こ
う
、育
て
よ
う
。
い
っ

し
ょ
に
。”
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
さ
き
ほ
ど
の
趣
旨
の

中
の
「
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
」
と
い
う
文
言
の
意
味
を
、
こ

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
言
葉
か

ら
、
も
う
少
し
深
く
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
初
の
「
話
そ

う
」
と
い
う
言
葉
は
、
単
に
「
話

す
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
お

互
い
に
思
い
出
し
合
う
こ
と
が
で

き
、
受
け
止
め
合
う
関
係
づ
く
り

を
大
切
に
す
る
「
心
で
の
対
話
」

と
考
え
ま
す
。

○
女
性　
「『
こ
の
前
、
職
場
で
女

性
の
く
せ
に
よ
う
働
く
な
あ
』
っ

て
言
わ
れ
て
ん
。
つ
ら
か
っ
た

わ
・
・
・
・
・
・
」

○
男
性　
「
そ
う
か
、
つ
ら
か
っ

た
ん
や
ね
。
僕
も
自
分
で
弁
当

作
っ
て
る
っ
て
言
っ
た
ら
、『
男

子
厨
房
に
入
ら
ず
や
で
』
っ
て
言

わ
れ
た
よ
・
・
・
・
・
・
」

○
女
性　
「
そ
れ
は
、
ひ
ど
い
わ
ね
」

　

こ
の
よ
う
に
、
お
互
い
の
思
い

を
受
け
止
め
な
が
ら
（
特
に
「
痛

み
の
共
有
」
を
大
切
に
し
な
が

ら
）、
共
に
「
働
き
」「
育
て
」
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
い
き
い
き

と
し
た
家
庭
（
人
間
）
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
働
き
」

や
「
育
て
」
の
営
み
の
中
に
こ

そ
、
男
女
差
別
を
無
く
す
と
い
う

意
識
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
、

単
に
言
葉
だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
、

自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
、決
し
て
「
同
情
」
で
は
な
い
、

「
痛
み
の
共
有
」
が
な
さ
れ
た
う

え
で
の「
話
そ
う
」「
働
こ
う
」「
育

て
よ
う
」
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕
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至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

悪
質
請
求
は「
応
じ
な
い
」が
基
本

　

悪
質
業
者
か
ら
の
請
求
は
、
一
度

支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
他
の
業
者
か
ら

も
請
求
が
く
る
な
ど
、
さ
ら
に
状
況

が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

● 

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
だ
け
で

料
金
を
請
求
さ
れ
て
も
、
支
払

い
を
し
な
い
。
サ
イ
ト
業
者
に

連
絡
を
し
な
い

 

● 

悪
質
な
請
求
メ
ー
ル
は
受
信
拒

否
の
設
定
を
す
る
。
必
要
で
あ

れ
ば
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変

更
す
る

 

● 

送
ら
れ
て
き
た
メ
ー
ル
は
、
証

拠
と
し
て
保
存
し
て
お
く

 

● 

安
易
に
個
人
情
報
を
入
力
し
な
い

 

● 「
無
料
」
の
表
示
の
脇
に
、「
た
だ

し
登
録
料
の
み
。
そ
れ
以
外
は

有
料
」
な
ど
と
紛
ら
わ
し
い
表

現
を
し
て
い
る
サ
イ
ト
に
注
意

★
請
求
内
容
な
ど
に
疑
問
が
あ

る
場
合
は
、
す
ぐ
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

内
線
３
１
４
〕

「安心な・消費生活・めざそうよ」

……突然どうしたんだい ?

トラブルに巻き込まれないように、かしこい消費者
になりたいなぁ、という思いを、「5・7・5」に込め
て表現してみました !

出来はともかく、その「5・7・5」に関す
るトラブルが急増しているんだよ。

どういうことですか ?

「あなたの作品を、新聞や雑誌に掲載した
い」などと言って、後で高額な掲載料を請
求したりするんだ。短歌や俳句を趣味に
する、高齢者の被害が多いようだね。

趣味につけ込む悪質商法ですか。好きな趣味で
いやな思いをしないように、注意したいですね。

俳句や短歌の
掲載をうたう悪質商法

教えて！
最新情報

『
喜
び
は

　

努
力
か
ら
生
ま
れ
る
』

　

い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
見
か
け

る
喜
ん
で
い
る
人
の
表
情
と
い

う
の
は
、
と
て
も
美
し
い
も
の

で
す
。
そ
の
喜
び
の
表
情
で
も

大
き
な
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
す
る

場
合
と
い
う
の
は
、
大
き
な
苦

し
み
を
乗
り
越
え
た
時
に
見
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
結
果
を
出
す

ま
で
の
苦
し
み
が
大
き
け
れ
ば

大
き
い
ほ
ど
大
き
な
喜
び
、
大

き
な
感
動
が
得
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
夢
を
も
と
う　
　

夢
を
も
て
ば
目
標
が
で
き
る

目
標
を
も
て
ば　

努
力
が
で
き
る

努
力
を
す
れ
ば　

成
果
が
生
ま
れ
る

成
果
が
あ
れ
ば　

喜
び
が
生
ま
れ
る
』

　

こ
れ
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
男
子
マ
ラ
ソ
ン
代
表
・

谷
口
浩
美
さ
ん
（
現
・
東
京
電

力
長
距
離
部
監
督
）
の
言
葉
で

す
。

　

今
年
２
月
に
、
10
年
振
り
に

２
人
の
初
心
者
を
含
む
４
人
の

仲
間
で
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
各
自
練
習
を
重

ね
る
中
、
初
心
者
の
う
ち
の
一

人
が
、
膝
に
水
を
た
め
て
走
る

の
は
無
理
、
と
い
う
状
態
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
当
日
は
、
応
援
だ
け
参
加
す
る
」

と
言
っ
て
い
た
本
人
で
す
が
、

前
日
整
骨
院
に
行
き
、
念
入
り

な
テ
ー
ピ
ン
グ
を
し
て
も
ら
い
、

見
事
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
６
時
間

で
完
走
し
ま
し
た
。
走
り
終
わ
っ

た
本
人
は
、

「
し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
、
走
っ
て

良
か
っ
た
。
途
中
で
何
度
も
や

め
よ
う
と
思
っ
た
け
ど
、
完
走

で
き
て
、
自
分
に
も
や
れ
ば
で

き
る
、
と
い
う
自
信
が
つ
い
た
」

と
、
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
勇
気
を
も

つ
こ
と
や
、
目
標
達
成
に
向
け

て
の
強
い
気
持
ち
を
も
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
教
え
ら
れ

る
と
と
も
に
、
冒
頭
の
谷
口
浩

美
さ
ん
の
言
葉
を
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
マ
ラ
ソ
ン
な
ん
て
、
し
ん
ど

い
か
ら
無
理
」
と
い
う
人
の
気

持
ち
は
当
然
の
こ
と
で
よ
く
分

か
り
ま
す
。
ま
た
、
何
か
を
や

ろ
う
と
す
る
と
き
、
勇
気
が
も

て
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
な
い
こ

と
も
多
い
で
す
。

　

し
か
し
、
自
分
な
り
に
「
目

標
を
も
ち
」、
そ
の
目
標
に
向
け

て
「
努
力
を
し
」、
そ
の
結
果
と

し
て
「
成
果
が
生
ま
れ
喜
び
を

感
じ
る
」、
そ
ん
な
機
会
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
勇
気
を
も
つ
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
、
失
敗
し
た
と
し
て
も
、

き
っ
と
何
か
を
得
ら
れ
る
は
ず

だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕
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平
城
遷
都
か
ら
一
三
〇
〇
年
を
数
え
た
奈
良
。

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
著
者
が
、
約
20
万
点
の

木
簡
を
徹
底
解
読
。「
木
簡
で
な
け
れ
ば
描
け
な
い

歴
史
」と
と
も
に
、

「
木
簡
な
ら
で
は

の
面
白
さ
」
を

伝
え
る
本
で
も

あ
り
ま
す
。

渡
辺 

晃
宏 

著
／
柏
書
房

『
平
城
京
一
三
〇
〇
年
「
全
検
証
」

—

奈
良
の
都
を
木
簡
か
ら
よ
み
解
く—

』
6
月
4
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー

　

こ
の
日
か
ら
６
月
10
日
ま
で
は

〈
歯
の
衛
生
週
間
〉
で
す
。
知
っ

て
い
ま
す
か
？
１
本
で
も
多
く
、

自
分
の
歯
で
噛
ん
で
い
た
い
で
す
よ

ね
。
今
回
は
、「
歯
」
に
関
す
る

本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
む
し
歯
・
歯
周
病 

ー
も
う
歯

で
悩
ま
な
い
ー
』

（
花
田 

信
弘（
他
） 

著
／
小
学
館
）

　

歯
は
「
栄
養
器
」
で
あ
り
、
生

き
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
歯
に
対
す
る
認
識
を
一
新
し

て
、
自
分
の
歯
を
守
る
方
法
を
見

直
さ
せ
ら
れ
る
本
で
す
。

『
歯
と
歯
み
が
き
の
ひ
み
つ
』

（
宇
津
木 

聡
史 

構
成
、
甲
斐

す
み
よ
し 

漫
画
／
学
習
研
究
社
）

　

上
手
な
歯
の
み
が
き
方
や
、
歯

ブ
ラ
シ
・
ハ
ミ
ガ
キ
剤
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
児
童
書

で
す
。

『
歯
が
ぬ
け
た
』

（
中
川 

ひ
ろ
た
か 
作

大
島 

妙
子 

絵
／
P
H
P
研
究
所
）

　

前
か
ら
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
い
た
歯

が
、
つ
い
に
抜
け
た
！
抜
け
た
時
の

喜
び
や
歯
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
、
ユ
ニ
ー
ク
に
描
い
た
絵
本
で
す
。

6月の新着図書6月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

『
感
動
中
国
!  

−

女
ひ
と
り
、
千
里
を
い
く

−

』

谷
崎 

光 

著
／
文
藝
春
秋

『
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ポ
タ
ジ
エ
の
季
節
の
野
菜
ス
イ
ー
ツ
』

柿
沢 

安
耶 

著
／
講
談
社

『
大
正
琴
も
の
が
た
り
』
　
　

北
林 

豊
・
北
林 

篤 

著
／
幻
冬
舎

『
み
ん
な
で
!
ど
う
ろ
こ
う
じ
』

竹
下 

文
子 

作
、
鈴
木 

ま
も
る 

絵
／
偕
成
社

『
パ
ン
の
大
研
究
』
竹
野 

豊
子 

監
修
／
P
H
P
研
究
所

『
か
さ
を
か
し
て
あ
げ
た
あ
ひ
る
さ
ん
ー
村
山
籌
子

お
は
な
し
集
ー
』
　       

村
山 

籌
子 

作
／
福
音
館
書
店

◎おはなし会
かい

▽とき　6月12日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　4さいいじょうの子
こ

ども、
　または、ひとりでおはなしが聞

き

ける3さい
　いかの子

こ

ども
  ● えほん『たまちゃんのすてきなかさ』
  ● おはなし『三

さん

びきのこぶた』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　6月26日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　3さいいかの子
こ

ども（4さい
　いじょうでも、さんかできます）
  ● おはなし『だれとだれかとおもったら』
  ● えほん『ぞうくんのあめふりさんぽ』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。
※どちらも、としょかんの2かいでかいさい
　します。

児童書一般書

＊ カリカリポテト　　　
　　　　　　（４人分）

〈エネルギー〉（１人分）
３１３キロカロリー
たんぱく質…………7.3g
カルシウム…………8 mg　　

〈材料〉
☆ウインナーソーセージ....６本
　 じゃがいも（中）..........６個
　 油............................. 適宜

　 コンソメ……………… 小さじ２
　 塩・こしょう………… 各少々
　バター………………… 大さじ１
　

新じゃがの美味しいこの時期に、
ぜひお試しください。47          

〈作り方〉

１ ソーセージを、薄い斜め切りにする。
２ じゃがいもをせん切りにし、水にさらす。（スライサーを使えば楽にできます）

３ フライパンに油をひき、強火でソーセージをさっと炒める。

４ じゃがいもを加えて、中火で炒める。コンソメ、塩、コショウで味をつけ、へらで
押さえながら３〜４分焼く。

５ 焦げ目がついたら裏返し、バターをフライパンの縁に入れ、全体にまわす。ふ

たをして、３分ほど弱火で蒸し焼きにする。

　＊お好みで、カレー粉を加えたりケチャップをつけても。

　じゃがいもは、ビタミンＣやＢ１を
豊富に含み、主食にもなる野菜で
す。芽の部分にはソラニンという
毒素が含まれます。日光に当たっ
て緑色になった部分にもソラニン
が含まれるので、どちらも取り除
いてください。　　　　〔保育課〕



10

大和高田市歯科医師会

歯
周
病
の
予
防
と
治
療

　

前
回
は
、
歯
周
病
の
脅
威
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
、
お
話
し
し
ま
す
。

　

予
防
に
関
し
て
は
、
主
役
は
も
ち

ろ
ん
あ
な
た
で
す
！
ど
ん
な
に
高
度

な
治
療
を
施
し
て
も
、
日
々
の
お
手

入
れ
・
・
主
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
・
が

き
ち
ん
と
で
き
な
け
れ
ば
、
な
ん
の

効
果
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

を
、
大
前
提
と
し
て
理
解
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
で
は
、
具
体
的
に
ど

ん
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
が
有
効
な

の
か
を
、
下
の
図
で
説
明
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
間
違
っ
て
ほ
し
く
な
い
の

は
、あ
く
ま
で
も
２
～
５
㎜
幅
の
「
振

動
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

１
～
２
㎝
の
横
磨
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
部
で
強
い
横
磨

き
を
す
る
と
、
歯
の
付
け
根
を
す

り
減
ら
し
た
り
、
歯
ぐ
き
を
や
せ

さ
せ
る
危
険
が
あ
る
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
加
え
て
、
こ
の
バ

ス
法
は
、
歯
周
病
予
防
に
特
化
し

た
磨
き
方
で
あ
っ
て
、
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
の
プ
ラ
ー
ク
を
取
り
除
き
、
歯

肉
に
適
度
な
刺
激
を
与
え
る
方
法

で
す
。
だ
か
ら
、
虫
歯
予
防
に
は

他
の
部
分
も
磨
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

こ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
、
最
低
で
も

１
日
２
回
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

歯
ぐ
き
を
健
康
に
保
つ
の
に
、

も
う
一つ
の
大
切
な
こ
と
は
、「
よ

く
噛
む
」こ
と
で
す
。
人
の
体
は
、

使
わ
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
は
、
退

化
す
る
も
の
で
す
。
歯
周
組
織
に

刺
激
を
与
え
続
け
て
、
自
ら
の
必

要
性
を
自
覚
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
自
身
が

日
々
の
努
力
を
し
て
も
ら
っ
た
う

え
で
、
１
～
３
か
月
に
１
度
歯
科

医
院
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。
歯
科

医
師
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、
必
要
で
す
。

　

病
気
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
歯
周
病
も
初
期
段

階
で
あ
れ
ば
、
比
較
的
楽
な
治
療
で

治
り
ま
す
。自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、

定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
今
あ
る
自
分

の
歯
を
こ
の
ま
ま
一
生
保
て
る
よ
う
、

一
緒
に
歯
周
病
と
闘
い
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
は
、
進
行
性
の
歯
周
病
対
策

と
治
療
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

梅
雨
を
む
か
え
、
大
雨
が
心
配
な

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
シ
リ
ー
ズ
２

回
目
は
、
大
雨
や
台
風
な
ど
の
災
害

に
、
普
段
か
ら
備
え
る
た
め
の
、
心

構
え
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。
日
ご
ろ
か
ら
備
え
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
被
害
を
減
ら
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◆
日
ご
ろ
の
備
え

 

● 

雨
ど
い
や
溝
の
掃
除
を
し
て
、

水
は
け
を
よ
く
し
て
お
く

 

● 

風
で
と
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の

は
、
固
定
し
た
り
、
片
付
け
て

お
く

 

● 

災
害
時
の
安
全
な
避
難
方
法
、

場
所
、
経
路
な
ど
を
、
家
族

や
町
内
会
で
話
し
合
っ
て
お
く

 

● 

非
常
持
出
品
は
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
に
ま
と
め
て
お
く

◆
避
難
の
と
き
の
注
意

 

● 

歩
行
可
能
な
水
深
は
、
一
般
的
に

「
ひ
ざ
下
」
ま
で
。
水
の
流
れ
が

速
け
れ
ば
、
も
っ
と
浅
く
て
も
注

意
が
必
要

 

● 

増
水
し
た
川
や
側
溝
、
池
に
は
近
づ

か
な
い
よ
う
に
す
る

 

● 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
情
報
に
注
意

す
る
と
と
も
に
、
避
難
情
報
な
ど

が
発
令
さ
れ
る
前
で
も
、
雨
の
状

況
か
ら
冷
静
に
判
断
し
、
高
齢
者

や
子
ど
も
、
障
が
い
の
あ
る
人
な

ど
、
避
難
に
時
間
が
か
か
る
場
合

は
、
早
め
に
対
処
す
る

◆
自
主
防
災
組
織　
　

　

災
害
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
初
期

活
動
が
、
被
害
を
少
な
く
す
る
大
変

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、

避
難
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、
地

域
の
自
主
的
な
防
災
活
動
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
町
内
会
な
ど
、
地
域
の
住

民
が
協
力
し
て
助
け
合
お
う
と
い
う

意
識
、
組
織
づ
く
り
を
、
普
段
か
ら

進
め
ま
し
ょ
う
。
地
域
ぐ
る
み
で
自
主

防
災
組
織
体
制
を
整
備
し
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。『
組
織
づ
く
り
』
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
自
治
振
興
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
は
、
大
雨
や
洪
水
に
備

え
て
、
土
の
う
を
備
蓄
し
て
い
ま

す
。
事
前
に
必
要
と
す
る
人
は
、

市
役
所
自
治
振
興
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
床
上
浸
水
し

た
場
合
に
は
、
災
害

見
舞
金
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

   

〔
自
治
振
興
課　

内
線
２
２
７
〕

2

大雨災害
2

①②③
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水道週間
　　　　６月１日〜７日

【
危
険
物
所
有
事
業
所
で
は
…
】

 

● 

施
設
の
日
常
点
検
を
確
実
に
お
こ
な
い
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

ま
し
ょ
う

 

● 

人
為
的
な
ミ
ス
な
ど
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
従
業
員
へ
の
適

切
な
保
安
教
育
を
お
こ
な
い
、
自
主
保
安
体
制
を
構
築
し
ま
し
ょ
う

【
一
般
家
庭
で
は
…
】

 
● 
天
ぷ
ら
油
や
灯
油
な
ど
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

〔
高
田
消
防
署　

☎
25
・
0
1
1
9
〕

「
危
険
物 

事
故
は
瞬
間 

無
事
故
は
習
慣
」

危
険
物
安
全
週
間　

６
月
６
日
〜
12
日

　

６
月
５
日
の
「
環
境
の
日
」
を
中
心
と
す
る
月
間
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
身
近
な
こ
と
か
ら
活

動
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

● 

リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
、
ゴ

ミ
の
量
を
減
ら
す

 

● 

無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し

な
い

 

● 

川
や
道
路
に
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
を
し
な
い

 

● 
犬
の
散
歩
の
時
は
、
フ
ン
の

後
始
末
を
す
る

 

● 

浄
化
槽
は
定
期
点
検
し
、
年

に
１
回
清
掃
を
す
る

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
９
月

末
ご
ろ
ま
で
の
、
日
差
し
が
強

く
、
気
温
が
高
く
、
風
の
弱
い

日
の
日
中
に
発
生
し
ま
す
。
予

報
や
注
意
報
な
ど
が
出
た
と
き

は
、
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

各
公
共
施
設
等
に
連
絡
し
ま
す
。

ま
た
、
各
公
共
施
設
等
の
掲
示

板
で
も
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情

報
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
「
予
報
」
が
発
令
さ
れ
た
ら

 

● 

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避

け
る

水道に
　寄せる信頼
　　飲む安心

安
心
で
お
い
し
い
水
道
水
が

家
庭
に
届
く
よ
う
に

　

大
和
高
田
市
の
水
道
水
は
、
御

所
浄
水
場
か
ら
の
安
全
で
お
い
し
い

水
を
、
1
0
0
%
受
水
し
た
も
の

で
す
。
吉
野
川
（
紀
の
川
）
を
水

源
と
す
る
豊
富
で
清
ら
か
な
水
は
、

ま
さ
に
水
道
水
に
適
し
た
水
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
、
厳
し
い

水
質
検
査
な
ど
多
く
の
工
程
を
経

て
、
飲
料
水
と
し
て
各
家
庭
に
届

け
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

安
定
し
た
給
水
を

　

大
和
高
田
市
は
、
昭
和
11
年
の

給
水
開
始
以
来
、
6
度
に
わ
た
る

拡
張
事
業
を
お
こ
な
い
、
水
道
の

普
及
率
は
99
・
9
%
と
、
ほ
ぼ
市

内
全
域
に
達
し
ま
し
た
。
そ
の
後

も
、
大
切
な
水
道
施
設
や
技
術
を

将
来
に
引
き
継
ぎ
、
緊
急
時
に
も

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
機
能
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
利
用
で
き
る
水
道
の
供
給
に

努
め
て
い
ま
す
。

健
全
な
水
道
事
業
の

経
営
を
め
ざ
し
て

　

水
道
事
業
は
、
一
般
会
計
か
ら

独
立
し
て
経
営
す
る
「
独
立
採
算

制
」
で
す
。
水
道
施
設
の
維
持
管

理
や
改
修
な
ど
、
す
べ
て
の
費
用

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
料
金
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、「
生

活
を
支
え
る
水
道
・
水
道
を
支
え

る
水
道
料
金
」
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
上
下
水
道
部
で
は
、
経
費
の

節
減
と
効
率
的
な
業
務
で
、
よ
り

健
全
な
運
営
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

〔
上
下
水
道
部
水
道
部
門

☎
52
・
1
3
6
5
〕

６
月
は
『
環
境
月
間
』
で
す

 

● 

目
や
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
場

合
は
、
目
を
洗
い
、
う
が
い

を
す
る

◆
「
注
意
報
」
が
発
令
さ
れ
た
ら

 

● 

屋
外
で
の
運
動
は
避
け
、
屋

内
に
入
る

 

● 

目
や
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
場

合
は
、
目
を
洗
い
、
う
が
い

を
す
る

 

● 

症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
医

師
の
診
察
を
受
け
る

 

● 

自
動
車
の
使
用
は
控
え
る

〔
環
境
衛
生
課　

内
線
2
8
1
〕

◆
◆
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
に
注
意
◆
◆

◆ 消防署だより ◆
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大和高田市次世代育成支援行動計画

新・すこやか さわやか 子育てプラン　後期計画

　平成15年7月、次代を担う子どもが健やかに生まれ、
かつ育成される環境の整備を図るため、「次世代育成
支援対策推進法」が成立しました。
　本市では、平成17年3月、この趣旨をふまえて、「新・
すこやか さわやか 子育てプラン」を策定し、子育て支
援施策の推進に取り組んできました。今年3月末で、前
期5か年の取り組みが期間満了となるため、「ワーク・ラ
イフ・バランス」の視点等、国の新しい動向をふまえ、
前期計画の進捗状況や課題を整理し、「新・すこやか 

　この計画の「子ども」とは、18歳未満のすべての子
どもをさします。本計画の対象は、大和高田市に暮らす、
すべての子どもと子どもを持つ家庭、地域、学校、企
業等、すべての個人・団体です。

1．計画策定の趣旨と背景

2．計画の対象

3．計画の期間

基本的視点

　平成22年度～平成26年度までの5年間

①子どもの権利を最大限に尊重し、心身ともに健やかに育つ環境づくり
②子どもを持ちたい人が安心して子どもを生み、育てる喜びや楽し
さを感じられる環境づくり

③結婚・子育てに夢をもてる環境づくり
④市民一人一人が、地域の家庭を温かく見守り、子育てを支えあ
う地域社会づくり

『子どもの育ちを支えあい、
夢と希望をもって結婚・子育てができるまち』

基本目標Ⅰ
安心とゆとりのある
子育て環境づくり

基本目標Ⅱ
子育てと仕事が両立できる

環境づくり

基本目標Ⅲ
心豊かで健やかな子どもが

育つ環境づくり

基本目標Ⅳ
夢のある家庭と次代の親を

育む地域社会づくり

【基本施策】
（1）母と子のいのちと健康を
守る施策の充実

①母子保健サービスの充実
②思春期保健の充実
③食育の推進
④小児医療体制の充実
（2）子育てに関する相談・支
援体制の充実

①相談・情報提供体制の整備
②保育所・幼稚園・こども園

等での子育て支援の充実
③家庭教育への支援
④ひとり親家庭への支援
⑤障がいのある子どもとそ

の家庭への支援
（3）子どもや子育てにやさし
い生活環境の整備

①子育て世帯に配慮した良
質な住宅の整備

②子ども等が利用しやすい
施設・設備の整備

③子どもの安全の確保
（4）子育てに伴う経済的負担
の軽減

①養育費、教育費等への支援

【基本施策】
（1）子育てしやすい就労環境
の整備（ワーク・ライフ・バ
ランスの実現に向けて）

①職場優先の企業風土の
見直しに向けた取り組み
の促進

②育児休業制度の取得促進
③就業や再就職に対する支援
（2）多様なニーズに対応した
保育サービスの充実

①保育サービスの充実
②放課後児童健全育成事

業の充実
③多様な子育て支援サービ

スの充実

【基本施策】
（1）子どもの人権が尊重され
る環境づくり

①子どもの人権を尊重する
意識づくり

②子どもが相談できる体制
の整備

③児童虐待防止に向けた取
り組みの推進

④社会的養育が必要な子ど
もへの支援

（2）心豊かな人間性を育む教
育の推進

①乳幼児教育の充実
②生きる力を育む学校教育

の推進
③家庭や地域の教育力の向上
（3）青少年の健全育成の推進
①青少年育成環境の整備
②いじめ・不登校対策等の推進
（4）子どもがのびのびと活動
できる環境の整備

①子どもの居場所、遊び場
づくりの推進

②遊びや学びの機会の充実

【基本施策】
（1）次代の親を育てるための
意識啓発の推進

①結婚・出産・子育てに関
する意識啓発

②子どもの頃からの家庭・子
育てに関する意識づくり

（2）子育てを応援する地域で
の取り組みの推進

①子育て支援活動のネット
ワークづくり

②ボランティア活動の促進

さわやか 子育てプラン　後期計画」を策定し、今年4
月からスタートしました。

家庭の役割 地域の役割 企業や職場の役割 市の役割

　家庭は、子どもが育つ最も重
要な生活基盤です。家族全員が
愛情を持って温かく子どもを見守
り、子どもの視点に立って家庭
生活を見つめ、子どもの心豊か
な人間形成に努めることが求め
られます。

　子どもや子育て家庭にとって暮
らしやすい地域づくりを進めるた
めに、地域ぐるみで子どもを育て
ていくという意識をもち、気軽に
参加できる地域行事などの場を
設けることが大切です。

　企業や職場は、育児休業制度
をはじめ、労働時間の短縮や弾
力化の促進など、「ワーク・ライフ・
バランス（仕事と生活の調和）」
に関する考え方の普及・啓発に
努めることが求められます。

　市は本計画に基づき、子育て
に関わる諸機関との連携や、ボ
ランティア団体、NPO、企業な
どとの協力関係を深め、さまざま
な物的・人的資源を活用しなが
ら、創意と工夫ある取り組みを推
進します。

〔児童福祉課　内線 582〕

みんなで協力して進める計画

基本理念
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平成21年度　個人情報保護制度の運用状況
平成21年度の個人情報保護制度の運用状況は、次のとおりです。

【1】個人情報取扱事務の届出件数
　　　〔平成22年3月31日現在〕

【2】開示等請求件数および処理件数
①開示請求（条例第18条による

情報公開室での請求）、訂正
請求、削除請求、利用または
提供の中止の請求　　

《開示等請求の内容および決定の内容》

②条例第22条（簡易な開示）による開示請求（各担当課での要綱に基づく請求）　　　〔平成22年3月31日現在〕

【4】異議申立て等の件数および処理の状況　平成21年度は、異議申立て等がありませんでした。

【3】異議申立て等の件数および処理の状況　平成21年度は、異議申立て等がありませんでした。

【4】大和高田市個人情報保護審査会の開催状況　平成21年度は、異議申立て等がなく、会議は開催されませんでした。

【5】大和高田市個人情報保護運営審議会の開催状況　平成21年度は、開催されませんでした。
※市が出資する法人への開示請求等／大和高田市土地開発公社は、市の施策に準じて個人情報保護制度を推進するための

要綱を整備しています。平成21年度は、この要綱に基づく開示請求、訂正請求、削除請求および中止請求がありませんでした。

【5】開示実績のある公文書の写しの交付等申込みの内容　過去に「大和高田市情報公開条例」に基づ

く開示請求があり、開示（全部開示・部分開示）の実績がある文書は、同じ内容で開示の申出があった場合には、「公
文書開示請求書」によらず「公文書の写し等申込書」により情報提供しています。（申し込みの内容は、次のとおりです）

【6】大和高田市情報公開審査会の開催状況
　平成21年度は、異議申立て等がなく、会議は開催されませんでした。
※市が出資する法人への開示請求／大和高田市土地開発公社は、市の施策に準じて情報公開制度を推進するための

要綱を整備しています。平成21年度は、この要綱に基づく開示請求がありませんでした。        　　　　　　　

実　施　機　関 件数
市　　長 241
議　　会 2

教育委員会 57
選挙管理委員会 9

監査委員 1
公平委員会 1
農業委員会 8

固定資産評価審査委員会 0
水道事業管理者 12

合　　　計 331

請　求　区　分 件数
開示請求 8
訂正請求 0
削除請求 0

利用または提供の中止の請求 0
合　　　計 8

申出 公文書の名称または内容 申込内容 写しの交付（枚）

H21.4.2
 ● 平成17年度以降使用教科用図書（小学校）の調査研究について ● 平成16年度小学校教科用図書採択に係る選
定委員 ● 平成16年度小学校教科用図書調査委員 ● 平成17年度以降使用教科用図書（小学校）の選択について 写しの交付 23

H21.10.15 住居表示台帳 写しの交付 573

No
請求

個人情報の内容 実施
機関 所管課 決定日 決定内容 不開示

該当日 区分

80 H21.6.8 開示 平成21年5月1日から平成21年6月7日まで
の間になされた私の戸籍謄抄本交付申請書 市長 市民課 H21.6.11 不存在

81 H21.6.8 開示 平成21年5月1日から平成21年6月7日まで
の間になされた私の住民票等交付申請書 市長 市民課 H21.6.8 不存在

82 H21.7.15 開示 医師意見書 市長 社会福祉課 H21.7.16 開示

83 H21.8.27 開示 診療報酬明細書・調剤報酬明細書（平
成20年4月から平成21年3月までの分） 市長 社会福祉課 H21.9.9 開示

84 H21.9.10 開示 診療報酬明細書（平成19年4月から平
成19年8月までの分） 市長 社会福祉課 H21.9.24 開示

85 H21.12.7 開示 診療報酬明細書（平成21年7月から平
成21年9月までの分） 市長 社会福祉課 H21.12.17 開示

86 H21.12.21 開示 平成21年11月27日になされた私の転出届に関する書類 市長 市民課 H21.12.22 部分開示 1号
87 H22.1.27 開示 障害者自立支援給付支給管理台帳 市長 社会福祉課 H22.1.27 開示

実施機関 担当課 開　示　内　容 件数
市長 保険医療課 過去5年間の国民健康保険に係るレセプト 1
市長 保険医療課 過去5年間の老人医療に係るレセプト 0
市長 保護課 過去5年間の生活保護に係るレセプト 2
市長 介護保険課 次のうち必要な事項　● 要介護・要支援認定に係る調査内容 ● 主治医意見書 ● 介護認定審査会における認定結果 14
市長 看護専門学校 入学者選抜試験における各試験得点およびその合計点 0

教育委員会 商業高校事務管理課 入学者選抜試験における各教科別検査得点およびその合計点 252

※情報公開制度・個人情報保護制度については、企画法制課（内線 275）へ
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平成21年度　情報公開制度の運用状況
平成21年度の情報公開制度の運用状況は、次のとおりです。

【1】開示請求件数および処理件数
　「大和高田市情報公開条例」に基づく開示請求が、30件ありました。

【2】不開示情報別件数
　条例第6条に定める不開示情報の
いずれかに該当し、部分開示となっ
た事例の理由は次のとおりです。

【3】開示請求の内容および決定の内容

実施機関 件数
処理内容 （件） 写しの

交付（枚）開示 部分開示 不開示 存否 不存在 却下 取下げ
市　　長 20 3 15 0 0 0 0 2 391
議　　会 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育委員会 10 1 8 0 0 0 0 1 68
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0

監査委員 0 0 0 0 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
水道事業管理者 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　　計 30 4 23 0 0 0 0 3 459

不開示情報 件数
1号 個人に関する情報 23
2号 法人等事業活動情報 0
3号 意思形成過程情報 0
4号 事務事業執行情報 0
5号 法令秘情報 0
6号 犯罪等社会的危害防止情報 0

合　　　計 23

No 請求日 請求公文書の内容 実施機関 所管課 決定日 決定内容 不開示該当
225 H21.4.21 平成21年1月1日から平成21年3月31日までに届出のあった住居番号付番通知書および住居表示台帳 市長 市民課 H21.4.24 部分開示 1号
226 H21.6.6 高田署南、大和高田市総合公園に係るボーリング調査結果のうち、「柱状図」および「調査位置図」 市長 都市計画課 H21.6.19 取下げ
227 H21.6.16 体育振興課が団体運営補助金を支出している団体の平成20年度の実績報告に係る文書 教育委員会 体育振興課 H21.6.30 部分開示 1号
228 H21.7.9 平成20年度におけるスポーツ教室委託料の詳細内容が分かる文書 教育委員会 体育振興課 H21.7.23 部分開示 1号
229 H21.7.21 平成21年4月1日から平成21年6月30日までに届出のあった住居番号付番通知書および住居表示台帳 市長 市民課 H21.7.24 部分開示 1号
230 H21.9.1 地域婦人会連絡協議会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 教育委員会 生涯学習課 H21.9.14 部分開示 1号
231 H21.9.1 高田美術協会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 教育委員会 生涯学習課 H21.9.14 部分開示 1号
232 H21.9.1 PTA協議会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 教育委員会 生涯学習課 H21.9.14 部分開示 1号
233 H21.9.1 文化協会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 教育委員会 文化振興課 H21.9.11 部分開示 1号
234 H21.9.1 高田地区保護司会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 社会福祉課 H21.9.14 部分開示 1号
235 H21.9.1 遺族会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 社会福祉課 H21.9.14 部分開示 1号
236 H21.9.1 更正保護女性会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 社会福祉課 H21.9.14 部分開示 1号
237 H21.9.1 身体障害者福祉協会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 社会福祉課 H21.9.14 部分開示 1号
238 H21.9.1 傷痍軍人会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 社会福祉課 H21.9.14 部分開示 1号
239 H21.9.1 視覚障害者協会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 社会福祉課 H21.9.14 部分開示 1号
240 H21.9.1 手をつなぐ育成会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 社会福祉課 H21.9.14 部分開示 1号
241 H21.9.1 赤十字奉仕団に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 社会福祉課 H21.9.14 部分開示 1号
242 H21.9.1 傷痍軍人妻の会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 社会福祉課 H21.9.14 部分開示 1号
243 H21.9.1 公衆浴場組合に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 健康増進課 H21.9.15 部分開示 1号
244 H21.9.1 商工会議所に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 産業振興課 H21.9.8 開示
245 H21.9.1 人権教育推進協議会に交付している補助金の内容が分かるすべての文書 市長 人権施策課 H21.9.15 部分開示 1号

246 H21.10.13 市長が負担する損害保険（民間の損害保険）の内容が分かる証券のコピー
（平成20年度、平成21年度分で保険料 50,000 円以上のもの） 市長

所管課が複数に
わたるため、自治
振興課で処理

H21.10.23 開示

247 H21.10.13 教育委員会が負担する損害保険（民間の損害保険）の内容が分かる証券のコピー
（平成20年度、平成21年度分で保険料 50,000 円以上のもの） 教育委員会

所管課が複数に
わたるため、学校
教育課で処理

H21.10.23 開示

248 H21.10.22 平成21年7月1日から平成21年9月30日までに届出のあった住居番号付番通知書および住居表示台帳 市長 市民課 H21.10.26 部分開示 1号

249 H21.10.23
大和高田市役所、葛城保健所、高田保育所、高田消防署、さざんかホール、有井集会所、
領家山古墳、磐園保育所、大東配水場、塙コミュニティセンター、保健センター、総合
体育館、武道館、総合福祉会館ゆうゆうセンター、中和労働会館、市立図書館、高田
青果卸売市場に係るボーリング調査結果のうち、「柱状図」および「調査位置図」

市長
所管課が複数に
わたるため、企画
法制課で処理

H21.11.19 取下げ

250 H21.10.23
磐園小学校、新池田町公民館、領家公民館、高田小学校、高田西中学校、
市立中央公民館、磐園小学校付属幼稚園、高田中学校に係るボーリング調査
結果のうち、「柱状図」および「調査位置図」

教育委員会
所管課が複数に
わたるため、企画
法制課で処理

H21.11.19 取下げ

251 H21.11.13 市場○○番地に係る不動産売買契約書 市長 財産管理課 H21.11.16 開示

252 H21.11.19 体育指導委員の報酬、スポーツ振興審議会委員の報酬、体育振興課が支出し
ている講師謝礼およびスポーツ大会審判員謝礼に係る支出命令に関する文書 教育委員会 体育振興課 H21.12.3 部分開示 1号

253 H21.12.7 平成20年度におけるスポーツ振興奨励費委託料およびスポーツ指導者育成委
託料の詳細内容が分かる文書 教育委員会 体育振興課 H21.12.21 部分開示 1号

254 H22.1.27 平成21年10月1日から平成21年12月30日までに届出のあった住居番号付番通知書および住居表示台帳 市長 市民課 H22.2.12 部分開示 1号


